リュウガクセイ　タントウシャ　ノ　シシツ　ノウリョク　ニ　カンスル　ケンキュウ　テイキョウ　スル　サービス　ト　モトメル　ニーズ　ノ　カンテン　カラ by Pan, Jianxiu & 潘, 建秀
Osaka University
Title留学生担当者の資質・能力に関する研究 : 提供するサービスと求めるニーズの観点から
Author(s)潘, 建秀
Citation多文化社会と留学生交流 : 大阪大学国際教育交流センター研究論集. 16 P.1-P.12
Issue Date2012-03-31
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/50648
DOI
Rights
『大阪大学国際教育交流センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第16号(2012)
留学生担当者の資質 口能力に関する研究
― 提供するサービスと求めるニーズの観点から 一
要 旨
本研究の目的は、留学生指導・相談担当者と留学生を対象として実施した二つの質問紙調査の
比較分析を通して、留学生担当者が提供するサービス (供給)と留学生が求めるニーズ (需要)
の観点から、留学生担当者の資質・能力を明らかにすることにある。需要と供給が合致している
項目は、「コミュニケーション能力」などの9つの能力項目、「留学生指導に必要な法律規貝1に
関する知識」などの5つの知識項目、「留学生に対するアドバイジングを行つた経験」などの 13
つの経験項目、「公平に接する態度」などの4つの態度項目であつた。一方、「提言能力」「ネッ
トワーキング能力」「留学生教育に関する知識」「留学生や外国人とのパーティや行事に参加した
経験」「留学生や外国人対応のための実習経験」などの6つの経験項目や、「優しい態度」「留学
生指導 。相談を楽しむ姿勢」などの4つの態度項目に関して、留学生担当者と留学生の間で、
重要性の認識に大きな隔たりがあることが判明した。
【キーワード】資質・能力、留学生相談、留学生担当者、留学生アドバイジング、留学生教育
1 は じめに
本研究の目的は、留学生指導 。相談担当者と留学生
を対象として実施した二つの質問紙調査の内容比較分
析を通して、留学生担当者が提供するサービスと留学
生が求めるニーズの観点から、担当者の資質 。能力を
明らかにすることにある。
大学を取り巻く環境が大きく変化する中、多くの大
学では、海外からの優秀な学生の獲得を積極的に推進
している。実際、日本における留学生数は、2010年
には13万人を超過し、留学生が過半数の教育課程も
珍しくなくなった1。 また、外国人研究者の受け入れ
数は2009年に過去最高の41,251人を記録した2。
高等教育政策においても、2008年の留学生30万人
計画や翌年のグローバル30などに見られるように、
国際化は最重要課題の一つである。留学生や外国人研
究者数の増加に伴い、日本の大学の教職員に対しても、
播 建秀*
彼らの指導・相談に関する高度な専P]性が求められる
ようになってきている。
中央教育審議会による答申「新たな留学生政策の展
開について」(2003)では、国際化に対応した教員や職
員の採用と外国語運用能力の向上が主張されて「日本
人教員の採用の際に、豊富な留学経験や海外での活躍
の実績を加味することが望まれ、国際交流業務の専門
家を養成し、各大学等における受け入れ体制の質を高
める」ことが求められた3。 しかし、専門性の向上や
専門家の養成についての具体的な内容まで踏み込まれ
ていない。さらに、横田らによって行われた全国四年
制大学の国際化と留学交流に関する調査報告 (2006)
においても、9割近くの大学が国際教育交流専門職を
育成することの重要′陛を感じている。しかしながら、
留学生担当者の専P日性の向上や専門家の養成を重要視
すべきであることが提言されているだけで、その具体
策については十分に触れられていない。これまで、国
*大阪大学国際教育交流センター講師
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際交流が専門的な領域であることが文科省にも大学執
行部にもきちんとは認められず、専門員が要請されて
こなかつた4。 このような文脈においては、留学生指
導 。相談担当者の専門性として、具体的にどのような
資質・能力が求められるのかを解明する必要があると
いえよう。
以上のように、現在は留学生指導 。相談担当者の専
F]性の向上や専門家の育成のための具体策が求められ
ている。そのための基本的な情報として留学生指導・
相談担当者の資質 。能力を明確にする必要性が挙げら
れる。今まで筆者は、留学生受入れに関する政策、大
学の採用側、留学生指導 。相談担当者、そして留学生
側のそれぞれの視点から資質 。能力について論じてき
た。本研究は、留学生指導 。相談担当者を対象に、担
当者が必要な資質 。能力を検討し、それらの結果を留
学生が求める担当者の資質・能力と比較する。
2 先行研究
日本における留学生担当者の研究は、留学生に対す
る教育の内容や方法、受入れ、卒業 (学位取得)、 生
活面 (宿舎、経済援助、文化適応、日本人との交流な
ど)を中心に取り扱われることが多く、特殊な分野と
しての日本語教育が、教育指導の重要なテーマとして
広く認識されているにすぎない。特に、留学生担当者
の資質・能力に着目する研究の数が多くはない5。 数
少ない研究の中で、留学生担当者の資質 。能力を対象
あるいは問題関心に据えた代表的な研究は、以下のよ
うに理論 。考察 (試験的推測研究)、 事例研究及び量
的実証研究の三種類に分けられることができる。
2-1 理論・考察研究
理論・考察研究 (試験的推測研究)は、横田 (1990)、
自土 (1993)の研究が挙げられる。 また、横 田
(1990)によれば、留学生の急増に伴う問題の中から、
学業遂行上の問題、友人関係、援助関係、家族の問題
を取り上げて概観している。横田は、単に留学生から
持ち込まれる問題に受動的に対応する留学生担当者で
は不十分であり、留学生と日本人学生、あるいは組織
の間に入つて積極的に調整する「国際交流アドバイザー」
が必要であると主張した。国際交流アドバイザーに必
要とされる資質・能力については、「国際交流に関す
る委員会や教授会で積極的に発言し、留学経験や異文
化カウンセリング知識が必要」と指摘されている6。
白土 (1993)は、留学生指導 。相談担当者の資質・
能力について、情熱と資質の形成、異文化間コミュニ
ケーションの技能、留学生の適応過程の理論、及びその
他の既存の学問分野の知識を挙げている。学問分野の知
識については、「留学生受入れ国と送り出し国の理念と
制度及び歴史的関係、留学のプッシュ要因・プル要因の
理論、カウンセリングの理論と技能、神経症・精神病
に関する知識などが必要である」と指摘している7。
2-2 事例研究
事例研究では、アルセン (1997)の研究が挙げら
れる。アルセン (1997)は、『留学生ア ドバイザーと
いう仕事』において、留学生アドバイザーに求められ
る資質 。知識及びスキルについて言及している。その
資質については、知性、忍耐力、価値判断を押し付け
ない態度、異文化への関心、他人を尊敬する心、曖味
さを許容する力、社交性、自己認識、親切心、決断力
という項目を挙げている。知識については、自己認識、
大学、地域、他大学の留学生アドバイザー、学外の機
関、留学生の背景、応用言語学と対照修辞学、世界の
情勢、異文化コミュニケーション、国際教育、出入国
管理法という項目があげられている。スキル (能力)
については、コミュニケーション能力、事務管理育ヒカ、
教育と研修、カウンセリング及び自己管理力をあげて
いる。
2-3 量的実証研究
量的実証研究としては、自土・権藤 (1991)、富田・
渡邊 (1998)の研究が挙げられる。 白土・権藤
(1991)は、全国各地の留学生を多く受け入れた国立 。
私立大学において留学生の修学・生活指導に直接関与
している指導教授と担当職員を対象に指導の実態と問
題点を明らかにするためにアンケート調査を実施した。
大学教員及び事務職員に実施した質問紙調査の結果、
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事務職員の外国語能力の向上、留学生業務への興味関
心度は85.4%と非常に高いが、留学生業務への適性
度では、大変適しているという回答は11.5%しかな
かつた。さらに資質・育ヒカに関して言及している項目
としては、留学生とのコミュニケーション・ギャップ
を感じたことがあるものは56.9%であった (自由記
述によると日本語による原因が最も多く、文化的な違
いを原因とするものは二番目に多かった)。 これらの
意見は、自由記述による回答のためバラつきが大きく、
さまざまな意見があることを示している。
富田・渡邊 (1998)による留学生担当者を対象と
する調査は、必要とされる矢口識、能力、実務及び研修
プログラムを扱った数少ない調査研究のひとつである。
調査対象とするJAFSA会員の167の回答から、次
のような結果を得ている。留学生担当者に必要とされ
る知識としては、学術関連、法律 。制度関連、政策・
社会情勢関連に分けられている。学術関連については、
異文化理解とコミュニケーション、異文化適応、カウ
ンセリングなど (12項目)があげられている。法制
度については、日本の出入国 。在留資格、諸外国の教
育制度、諸外国の出入国 。在留資格など (7項目)
があげられている。政策 。社会情勢関連の知識につい
ては、日本政府の留学生政策、日本事情、諸外国の文
化 。社会 。習慣 。生活など (6項目)力｀あげられて
いる。また留学生担当者に必要とされる能力としては、
文書作成能力、情報提供・アドバイスカ、情報収集・
処理能力、英語能力、カウンセリング能力、ネットワー
ク能力、交渉・説得力、危機管理能力、組織内他部門
に対する主張・連携促進能力、データ管理 。統計・分
析能力、企画・運営能力、プレゼンテーション能力
(計18項目)が抽出されている。しかしながら、こ
の調査結果は、データの単純集計に留まるものであり、
変数間の関係やその影響の大きさなどは明らかになっ
ていない。
こうした先行研究では、いずれも留学生指導 。相談
担当者に必要な資質 。能力が一面的に捉えられている
にすぎない。一般的に、職業の能力としては、知識や
技能 (スキノの がイメージされるが、職務を遂行する
ときの能力には経験や意欲も大きな影響を与える。留
学生指導 。相談担当者の専門性を高めるための特別な
養成プログラムがない状況では、個人の経験に依存す
る部分が大きいと考えられる。また、担当者の態度は
留学生の指導を左右し、態度形成には価値観、感情、
認識などにより担当者「資質」に大きく影響すること
もある。二官ら (2003)の大学院留学生の日本留学
に関する意見調査によると、「教員の態度、職員の態
度やアドバイジング体制は、留学目的を達成するかど
うかに大きく影響を与えること」と指摘している8。
つまり、職業場面で発揮される能力は、知識や技能だ
けでなく、経験や意欲も含んだ総合的なものである。
それゆえ、留学生担当者に必要な資質・能力を議論す
る際に、育ヒカ・知識 。経験 。態度について総合的に視
野に入れた議論をする必要がある。
本研究では、以上の先行研究を踏まえて、留学生指
導 。相談担当者を対象に、担当者が必要な資質・能力
を検討し、それらの結果を留学生が求める担当者の資
質・能力と比較する。留学生担当者が提供するサービ
スと留学生が求めるニーズの双方の観点から、担当者
の資質 。育ヒカを明らかにしたい。
3 調査方法及び概要
本研究では、留学生担当者側が求める資質・能力と
留学生が留学生指導 。相談担当者に期待する資質 。能
力を明らかにするため、それぞれ質問紙調査を行つた。
3-1 留学生担当者側が求める資質口能力
質問紙調査 (「留学生指導 。相談を担当する教職員
に関する意見調査」)は、2006年7月18日から8月
31日の間に、全国の留学生在籍者数 50名以上の国
公私立の大学に勤務する留学生指導 。相談担当者を対
象に実施した。調査対象は、『留学交流執務ハンドブッ
ク (平成15年度版)』 に掲載されている国立 。公立・
私立の留学生センター 。国際交流センター、留学生課、
留学生関係の部署を中心とした大学の教職員である。
国立大学については、留学生センター・国際交流セン
ターに留学生指導・相談部門があるため、指導 。相談
担当教員に直接調査票を送付した。それに対して、公
立 。私立大学については、各部局の「留学生指導 。相
談担当者殿」宛てに調査票を送付した。
調査票作成のための予備調査として、A大学の留学
生指導 。相談担当者 (4名)に対して、留学生指導
相談担当者になるために必要と考える資質・能力、知
識、経験、態度及び自分自身が有している資質 。能力、
知識、経験、態度についてインタビュー調査を行つた。
そして、インタビュー調査の結果に加え、留学生指導・
相談担当者の資質・能力に関する先行研究を検討した
うえで項目を設定し、調査票を作成した。調査票は郵
送形式で、返信用封筒、結果希望者のタグシールをま
とめて郵送し、回答を返送してもらった。
質問紙調査票は国立と公私立を合わせて400部を
配布し (留学生50名以上在籍している国立195部、
公私立205部)、 有効回収数は国立67部、公私立
102部であり、回収率は42.3%である9。
調査の主たる内容は、(1)留学生指導 。相談を行
うに当たつて、必要と考える能力及び自身が有してい
ると考えている能力に関してが21項目、(2)留学生
指導 。相談を行うに当たつて、必要と考えている知識
及び自身が有していると考えている知識に関してが
11項目、(3)留学生指導 。相談を担当する教職員が
とるべき態度・姿勢及び自身がとっている態度に関し
てが16項目、(4)留学生指導 。相談を行 うに当たつ
て、留学生担当者になる前及び留学生担当者になった
後に必要と思われる経験及び自身の経験に関してが
31項目である。なお、(4)の「自身の経験」をある。
なしで回答を求め、それ以外は4件法を用いている。
回答者の基本属性については、表 1の通りである。
3-2 留学生が留学生担当者に期待する資質・能力
2007年2月8日から3月15日の間に、A大学の
留学生200人を対象に、質問紙調査 「留学生指導・
相談担当者についての意見調査」を行つた10。調査票
は、中国語版 100部、英語版80部、日本語版20部
を配布し、有効回収数は141部で、回収率は70.5%
である11。
質問紙調査における配布の方法は、留置調査法およ
び個別の知人に調査への協力を依頼して調査票を配布・
回収した。協力者には事前に調査の意図と内容を説明
し、理解を得た上で実施した。
調査項目については、3-1で実施した全国の国公私
立大学の留学生指導 。相談担当教職員の質問紙調査で
用いた項目に若干の修正を加えて使用した。回答者の
基本属性は、表2の通りである。
N=169表1 担当者回答者の基本属性 (左:実数、右 :%)
性別
女性 男性 無回答
100 1 59.21
外国で取得学位
は い いいえ 無回答
31118.3 7 l
一年以上の
海外留学経験
ある ない 無回答
111:6571
海外就労経験
あ る なし 無回答
127 1 75 11
専門分野
理系 文系 その他 無回答
129 1 76.3 18
年齢
30歳以下 31-40方気 41-50濃曼 51-60方気 60歳以上
46  1 27 2
最終取得学位
学士号 修士号 博士号 その他 無回答
47  1 27.843125.747 18
所 属
留学生・国 各部局 その他 複数選択 無回答
:41.4 7 1.2
職 名
教授 助教授 。講師 助手 職員 そのrlll°) 411コ答
11258  1 34 31 106 5 1301
留学生指導・
相談の経験年数
1年未満 1年以上 5年以上 10年以上 20年以上 征 国答
57  1 33.7 21 97 141
主たる
担当職務名
留学生指 短期留学プロ 日本 語 ・ 日 留学生専門 その他 複数選択 無回答
5 i30「FI~| 轟可10744 : 26.0 1
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鵬 IJ 多0生 男性 無回答
67 1 47 5
国費。私費 国費 積 無回答
68 48.270 : 49 6
砕
榔 博士課程前 権鼎駐後 雌 無回答
53 : 37 6を10 3
糀 嘲
鰤 警 姓 1年以上 2年以上 無回答
6 4.3 20 : 142 3
鶴
20歳以下 2125歳1 2630歳31■嚇 36歳以上 無回答
3 28 : 19 949 5
所属
け 文学部 。文 精 鞠 。 渥 椰 。経 理学部。理 医・歯・ 工学部 。工 物 壁 国際協力研 畑 榜 質 無回答
9 7:49 2 1 33 1 23 421145
国・卸城
東アジア 東南アジア
南アジア 中東 ヨーロッパ アフリカ 劇 ヒアメ,カ 無回答中国 錮 台湾 インドネシ ラオス その他
64 7:49 5 15110 65:35:4 5 71494 513.5
表2 留学生回答者の基本属性 (左:実数、右 :%) N==141
(注)その他の国・地域の詳細については :フィリピン・ミャンマー各4名、ベ トナム・タイ各3名、アフガニスタン・イラン・
イギリス・ナイジェリア各 2名、マレーシア・スリランカ 。インド・バングラデシュ・ トルコ・ウクライナ・スペイン・
ベラルーシ。メキシヨ・アメリカ合衆国 。ブラジル・ベネズエラ。ボツワナ 。エジプト・ガーナ 。南アフリカ・ギニア各 1名で
ある。計30カ国 。地域になる。
4 分析 と結果
4-1 留学生担当者の自己評価
留学生指導 。相談に関して、総合的な自己評価とし
て、「非常にうまく対応している」「うまく対応してい
る」「うまく対応できていない」「まったくうまく対応
できていない」と4段階評価で回答を求めた。「非常
にうまく対応している」と答えた人は8名で全体の
4.7%、「うまく対応している」と答えた人は115名
で68.0%、「うまく対応できていない」と答えた人も
31名で全体の18.3%を占めている。
4-2 留学生の綜合的な満足度
「現在の留学生指導 。相談について満足しています
か」という質問を行い、「非常に満足している」「まあ
まあ満足している」「あまり満足していないJ「全く満
足していない」の4段階評価で回答を求めた。リト常
に満足している」と答えた人は23名で全体の16.3%、
「まあまあ満足している」と答えた人は66名で46.8
%、「あまり満足していない」と答えた人は16名で
全体の 11.3%、「全く満足していない」と答えた人は
2名で全体の1.4%を占めている。
4-3 資質・能力に対する認識の比較
留学生指導 。相談担当者と留学生を対象に実施した
二つの調査結果を比較してみると、次のような結果と
なっている。
4-3-1 能力に関する認識
留学生指導・相談担当者が提供するサービスと留学
生が留学生指導 。相談担当者に求めるニーズの視点か
ら、能力に関する認識を図1に整理した。
図1は、横軸を留学生の平均値、縦軸を国立大学
教員の平均値としてプロットしたものである。さらに、
留学生には21の能力項目の平均値を取つて横軸で
3.31、留学生指導 。相談担当者には21の能力項目の
平均値を取つて縦軸で3.39を交′点として交差する。
そのため、留学生が留学生指導・担当者に期待し、
また留学生指導 。相談担当者がその重要`陛を自覚して
いる能力は、「コミュニケーション能力」「物事を幅広
く考えることができる能力」「相手の気持ちを理解す
る力」「異文化理解能力」「説明する力」「時間を共有
し、傾聴する力」「情報収集能力」「語学力」「コーディ
ネート能力」計9項目であることが判明した。
他方、留学生指導 。相談担当者と留学生の間で、重
要性の認識に大きな隔たりのある能力として、「提言
する力」「ネットワーキング能力」は留学生指導 。相
談担当者よりも留学生のほうが、その重要性を認識 し
ている。
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図1 能力に関する認識
●事務管理能力
● 文章カ
地域の自治体、支援団体、
● 宗教団体、企業、慈善団体
等に関する知識
.lL大標爵羅雷隼ξ霧義相談
外部団体に関する情報
4-3-2 知識に関する認識
留学生と留学生指導・相談担当者の知識に関する認
識を図2に整理した。図2は、横軸を留学生の平均
値、縦軸を国立教員の平均値としてプロットしたもの
である。さらに、留学生には11の知識項目の平均値
を取って横軸で 3.19、留学生指導 。相談担当者には
11の知識項目の平均値を取つて縦軸で3.19を交′点と
して交差する。
これによると、留学生が留学生指導 。担当者に期待
し、留学生指導 。相談担当者もその重要性を自覚して
いる知識は、「留学生指導に必要な法律規則に関する
知識」「自分の所属大学に関する情報」「カウンセリン
グ・アドバイジングに関する知識」「異文化コミュニ
ケーションに関する知識J「留学生の出身国 。地域と
図2 知識に関する認識
自分の所属する大学に関す
る情報
・ カウンセリング・アドバイ
ジングに関する知識
異文化こ畠手:4裏シヨン.
● 留学生の出身国 地域 と日
本 との関係に関する知識
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日本との関係に関する知識」の計5項目である。一
方、「留学生教育 (政策 。理論 。実践)に関する知識」
は、留学生指導 。相談担当者よりも留学生のほうが、
その重要性を認識している。
4-3-3 経験に関する認識
留学生と留学生指導 。相談担当者の経験に関する認
識を図3に整理した。図3は、横軸を留学生の平均
値、縦軸を国立教員の平均値としてプロットしたもの
である。さらに、留学生には31の経験項目の平均値
を取つて横軸で 2.72、留学生指導 。相談担当者には
31の経験項目の平均値を取つて縦軸で2.89を交点と
して交差する。
日学生のための日本語 口本事情を歌えた嬌θ
曹学生の交通事よの対処に対応したこ尋
これによると、留学生が留学生指導・担当者に期待
し、留学生指導・相談担当者がその重要性を自覚して
いる経験は、「留学生に対するアドバイジングを行っ
た経験」「留学生や研究者との日常のやり取りをした
経験」「留学生への情報提供を行った経験J「留学生の
オリエンテーションを行った経験」「留学生のために
大学の各部局とのやり取りした経験」「異文化摩擦 。
衝突・葛藤に対応した経験」「留学生と日本人の仲介
や通訳した経験」「異文化理解促進を目的とした教育
プログラムの企画 。実施をした経験」「′心理カウンセ
リング・メンタルヘルスを行つた経験」「留学生と地
域団体と交流活動をした経験」「外国人の友達がいた」
「留学生の友人がいた」「カウンセリングに関する講義
留学生や研究者との日常のやり取りをし■毬駐
留学生への情ほ提供を行った超鳩
● 留学生のオリエンテー ションを,つた経験
留与4のために大学の各部局とIDやり取りした
0 L摯
異文に摩麟 衝突 宮層に対応にした経験
g早笙と日本人との仲介や通武をした経験
教育プログラムの企画 実遺をしたこ,
8留肇と月J求     霧団体と交流活動をしたこ験
外国人の友達がいた
°  ◆留学生の友人がいたている)
0
留旱生や外国人とパー ティや,事に
'加
した連
284◆    204     304     314
・  冒,生や外国人対応のための実習経験
具文|ヒコミュニケー ション認義の受話超騎
◆  ◆ 短期冒争ェ験
◆留学生や外国人を含tl=用的な活動を行つた糧
験
◆ 留学生や外国人のためのポランティア活動
214     224     234     244     254     264 287
■業における蔵功こ験◆
277
■螢 は乃レバイトをした辱
267
257
◆控折した経験 。学生嗜こ経済llilょ|:,ミツをした
:験
247
◆ 一般企業などで働いた経験
。 海外での学位取骨経験                  237
日学生について調査 研究した樫
' 227
217
2117
197
187
図3 経験に関する認識
の受講」の計13項目である。
一方、「留学生や外国人とのパーティや行事に参加
した経験J「留学生や外国人対応のための実習経験」
「異文化コミュニケーション講義の受講経験」「短期留
学経験」「留学生や外国人を含む定期的な活動を行っ
た経験」「留学生や外国人のためのボランティア活動」
は、留学生指導 。相談担当者よりも留学生のほうが、
その重要性を認識している。
4-3-4 態度に関する認識
留学生と留学生指導 。相談担当者の態度に関する認
識を図4に整理した。図4は、横軸を留学生の平均
値、縦軸を国立教員の平均値としてプロットしたもの
である。さらに、留学生には16の経験項目の平均値
を取つて横軸で 3.48、留学生指導 。相談担当者には
16の経験項目の平均値を取つて縦軸で3.44を交点と
して交差する。
これによると、留学生が留学生指導 。担当者に期待
し、留学生指導 。相談担当者がその重要性を自覚して
いる経験は、「公平に接する態度」「他人を尊重する態
度」「偏見を持たず、ステレオタイプ化しない態度」
「共感を示す態度」の4項目である。他方では、留学
生によつて必要と認識され「優しい態度」「留学生指
導・相談を楽しむ姿勢」「社交的な態度」「中立的な態
価値判断を押し付けない態
度
異文1ヒヘの興味・関心。  350
度」が留学生指導 。相談担当者には認識されなかった。
5 おわ りに
本稿では、留学生指導 。相談業務をめぐる担当者側
(供給)と留学生側 (需要)の双方において、実際に
■つ具体的に何が必要とされているのか、すなわち、
留学生指導 。相談担当者が提供するサービスと留学生
が留学生指導 。相談担当者に求めるニーズが合致して
いるのかを分析してきた。
一つの国立大学に在籍している留学生のみを対象と
する調査は、全国的には共通の事実認識とはなり得な
い、とか、一面的な意見になる、あるいは少数意見を
拡大解釈している、といった批判を受ける可能性も覚
悟しなければならない。しかし、それにもかかわらず、
この種の分析を報告することはそれなりの意味をもつ
と考える。それは、このような問題領域における調査
がいまだにきわめて乏しいためである。特に、留学生
指導 。相談担当者が提供するサービスと留学生が留学
生指導 。相談担当者に求めるニーズの双方から見た資
質・能力の分析はきわめて少ない。したがって、留学
生担当者側が提供するサービスと留学生側が求めるニー
ズを明らかにする必要がある。しかし、設置形態など
により公私立の大学に在籍する留学生が必要とされる
◆公平に接する態度
他人を尊重する態度◆
偏見を持たず、ステレオタ
イプ化しなt態度
●共感を示す態度
370
忍耐力368
"0  0m  840 鋼0場1起it具墟『る冷『][[度
330
350         860         370
中立的な態度
◆留学生指導
宴』
談を楽しむ
社交的な態度        ◆優しい態度
図4 態度に関する認識
1曖味さを許容する態度
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留学生指導 。相談担当者の資質・能力は国立大学に在
籍する留学生との相違もあると予想される。そのため、
国立大学の教員のみを取り上げ、留学生との比較の対
象とした。なお、国立大学の職員と留学生との比較分
析は別稿にて論じたい。
その結果、留学生指導 。相談担当者に対する留学生
側のニーズ (需要)と留学生指導 。相談担当者の留学
生に対するサービス (供給)の関係については、合致
する部分と合致しない部分とがおおよそ拮抗している。
需要と供給が合致している項目については、これを問
題として取り上げる必要はない。しかし、合致しない
項目については、それを改善するための方策を検討す
る必要がある。
留学生指導 。相談担当者に求められる資質 。能力が、
留学生担当者側 (供給)と留学生側 (需要)との間で
合致しないことの背景要因として考えられるのは、現
行の日本の留学生指導 。相談業務は、大学の教員が兼
務するか、あるいは事務職員が担当することになって
おり、いずれも留学生指導 。相談業務を専門職とする
スタッフではないことである。政策文書においても、
留学生指導・相談担当者の資質・能力として、幅広い
知識や語学力、あるいは留学経験者が望ましいという
記述があることや、大学の採用側の求人情報から把握
できる留学生指導 。相談担当者についての資質 。能力
が大まかな情報に限られるのは、そのためである (活、
2006)。実際、大学側が留学生指導・相談担当者を採
用する際に要求している資質・能力は、留学生問題に
関わる全般的な知識、国際的な分野に関係のある知識、
熱心で意欲的であることなどであり、つまり大学教員
一般に求められているものにすぎない。そのような基
準で採用された留学生指導 。相談担当者は、明確な留
学生指導 。相談担当者の資質・能力という観点からみ
ると、必ずしも十分であるとは言いがたいであろう。
一方、現在採用されている留学生指導教員は、各教
員の専門分野が必ずしも留学生教育と密接に関わるよ
うなものではなく、留学生指導 。相談担当者としての
専門的なトレーニングを受けてから採用されるポスト
ではないことが多い。
これらの議論を踏まえると、日本の大学における留
学生指導・相談担当教員の課題が浮かび上がってくる。
それは、日本の大学において体系的な知識および専門
的な能力を有した専門職としての留学生指導 。相談担
当者を制度的に確立させ、留学生問題に対応する体制
を構築することである。さらに日本の状況に適した留
学生指導 。相談担当者の資質・能力や専門職として必
要な倫理綱要などを定める必要性が認められよう。本
研究の分析によつて、特に需要と供給が合致している
項目については、「鍵となる資質・能力」として特定
されることになる。今後の留学生指導 。相談担当者の
採用の方向性および養成プログラムの開発、さらにそ
の実施に対して一定の示唆を与えることが期待できる。
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教職員共通サンプル
【質問2】 留学生指導 。相談を行うに当たつて、必要と思われる能力及びご自身が有していると思
われる能力について、それぞれ4段階評価でお答えください。
必要と思われる能力
ご自身が有している
と思われる能力
?
?
??
? 全く必
勲 い
非湘こ有  有して  有して   全く有し
している  いる   いない   ていない
物事を幅広く考えること
ができる能力
4-―――-3-―――-2-―――-1 4-3-2-1
，
? コミュニケーション能力 4-3-2-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(3)情琳めι講ヒカ 4-3-2-1 4-――-3-―一 -2-―― -1
(41ネットワー キング能力 4-――-3-―― -2-――-1 4-3-2-1
(5) コー ディネート能力 4-―――-3-―――-2-―――-1 4-3-2-1
(6)敗 イ卿 牢渤 4-――-3-2-――-1 4-――-3-―― -2-一一二-1
?
ー 脇 助 4-――-3-2-――-1 4-―――-3-―― ―-2-―一 ―-1
(8)詳 力 4-3-2-1 4-―――-3-―一 ―-2-―― ニー 1
(9)
時間を共有し、傾聴する力
孵論を急がず、時間をか
けて館 ちを聞く)
4-3-2-1 4-3-2-1
(10)
相手の気持ちを理解する
力
4-一―一-3-一――-2-一一―-1 4-一――-3-―― -2-―― -1
(11)イ鷺助 4-3-2-1 4-――――-3-――――-2-――――-1
?
?
提言する力 (大学や関連機
関に留学生支援体制や受
け入れ制度について提言
をする力)
4-――-3-2-一――-1 4--3-2-―――一-1
(13)
留 議 が 選 択
。
決 断
し、行動できるように支援
する力
4-3-2-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(10
学生が納得できるよう適
切な情報や言葉を用いて
説明する力
4-――-3-――-2-――-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(15)自己管理能力 4-――-3-2-―一-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(16)劫 4-――-3-2-――-1 4-3-2-1
?
? プレゼンテーション能力 4-――-3-2-――-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(18)義 措 珊 助 4-――-3-2-――-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(19)
自己識    (性格、得意と
不宿ま 価働 なう
4-――-3-2-――-1 4-――-3-―― -2-―― -1
(20)カウンセリング能力 4-3-2-1 4-3-2-1
(21)決断力 4-――-3-一――-2-――一-1 4-3-2-1
留学生用調査票サンプル
【質問2】 留学生指導・相談者に必要と思われる能力について、それぞれ4段階評価でお答えください。
教員に必要と思われる能力 職員に必要と思われる能力
非常に まあまあ  あまり 全く必
必要  必要  必要ない 要ない
非常に まあまあ  あまり  全く必
必要   必要  必要ない 要ない
物事を幅広く考えることができる能力 4--3-――――-2-―――-1 4-――――-3-2-――――-1
(2) コミュニケーション能力 4-―――-3-――-2-―-1 4-――――-3-2-――――-1
(3)
情報収集能力 (留学生に有用な情報を書籍、
ホームページから収集できる能力)
4-―――-3-――-2-―――-1 4-――――-3-一――――-2-――――-1
(0ネッ
トワー キング能力 (問題解決のための人
間関係作りとその活用) ―
-3-――-2-―――-1
―
―-3-2-―
-1
(5) コー ディネート能力 4--3-2--1 4-――――-3-―――-2-―――-1
(6)異文化理解能力 4-―――-3-――-2-――-1 4-―-3-2-――――-1
(7)研究能力 4-―――-3-―一―-2-一―――-1 4-―-3-2-――――-1
(8) 詢 4--3-2-―-1 4-―-3-2-――一――-1
(9)
時間を共有し、傾聴する力  儒論を急が
ず、時間を力ヽすて気持ちを聞く)
4-―――-3-―――-2-――-1 4-―-3-2-――――-1
(10)相手の気持ちを理解する力 4-―――-3-2-―――一-1 4-――――-3-2-――――-1
イ種助 4-―――-3-―――-2-――-1 4-――――-3-2-――――-1
(12)
提言する力 (大学や関連機関に留学生支援体
制や受け入れ制度について提言をする力)
4-―――-3-―――-2-――-1 4-―-3-2-――――-1
(13)
留学生本人が選択・決断し、行動できるよう
に支援する力
4-―――-3-―――-2-―一―-1 4-―-3-2-――一―-1
(14)
学生が納得できるよう適切な情報や言葉を
用いて説明する力
4-―――-3-―――-2-――-1 4-――――-3-2-――――-1
(15)自己管理能力 4-―――-3-―――-2-――-1 4-――――-3-―――-2-―――-1
(16)
文章力 (必要な情報を分かりやすく文書化し
て伝える能力)
4--3-2--1 4-―-3-2-――――-1
(17)プレゼンテーション能力 4--3-一―一-2-―-1 4-―-3-2-――――-1
(18)事務管理能力 4-―-3-2-―-1 4-―-3-2-――――-1
(19)
自己認識力 (性格、得意と不得意、価値観な
じ 4-―
――-3-―――-2-――-1 4-――――-3-2-――――-1
(20)カウンセリング能力 4-―――-3-――-2-――-1 4--3-2-―-1?
? 決断力 4--3-――――-2-―――-1 4-――――-3-―――-2-―――-1
―-12-―
